
自己チェックシート(2024年度チェック)

大区分 中区分 小区分 チェック項目 結果 コメント

○「放課後児童クラブ運営指針」の趣旨を理解している。 〇
相談と共有をしながら創意工夫を図り、職員間で意見を交わしている。
2025年1月改訂の「放課後児童クラブ運営指針」は新旧対照表を全員
が確認した。

○放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の役割を理解して
いる。

〇
ミーティングや会議で共通理解を持ち、保護者と連携して家庭の子育
てを支える役割を果てしている。

（１）放課後児童クラブにおける
育成支援

〇放課後児童クラブにおける育成支援の目的を理解している。 〇
子どもが安心して過ごせる場になるよう、環境整備と保育内容を検討
している。学年によるクラス分けも行っている。

（２）保護者及び関係機関との連
携

〇保護者や学校等の関係機関と連携している。 〇
子どもの迎え時、保護者には日々の様子を丁寧に伝えて成長を共有し
ている。学校や市とも連絡と相談ができる関係を作っている。

（３）放課後児童支援員等の役割 〇放課後児童支援員及び補助員は、その役割を理解している。 〇
資質向上に必要な知識、技能を放課後児童支援員認定研修を始めと
した外部研修に参加、また内部での研修を実施し役割を理解してい
る。

（４）放課後児童クラブの社会的
責任

〇放課後児童クラブの社会的責任を理解している。 〇
子どもの人権には十分配慮し、子ども一人ひとりの意見を尊重できる
保育を行っている。

（１）社会的責任・職場倫理
〇放課後児童クラブは社会的信頼を得て育成支援に取り組み、放課
後児童支援員等は仕事を進める上での倫理を自覚し、育成支援の内
容の向上に努めている。

〇
社会や地域からの信頼のため子ども、保護者と対応する際は細心の
注意を払い保育を行っている。また職員間でも話し合いをしている。

（２）法令遵守のための組織的取
組

〇放課後児童クラブの運営主体は法令を遵守するとともに、すべて
の放課後児童支援員等が職場倫理を自覚して職務に当たるよう組織
的に取り組んでいる。

〇
プライバシー等の法令を遵守、配慮を行うとともに子ども一人ひとりの
人格を尊重した育成支援を行っている。また、子どもの人格を尊重した
保育を行っている。

○子ども及び保護者からの要望や苦情に、迅速に対応する仕組みを
整えて対応している。

〇
保護者、子どもの声には誠意をもって迅速に対応している。苦情要望
については窓口を設け、しおり等に記載している。第三者委員会も設け
ている。

（１）職員集団のあり方
〇放課後児童支援員等は、事業内容の向上を目指す職員集団を形
成するとともに、事業内容を向上させるように努めている。

〇
日々のミーティングで当日の予定や子どもの様子を共有している。1か
月に1度会議を行い、行事予定と子どものケースについて話し合いを
行っている。

（２）研修等
〇放課後児童クラブの運営主体は、放課後児童支援員等の研修機
会の確保や参加できる環境を整えている。

〇
資質の向上を図るために内部、外部研修の機会を設け積極的に参加
をしている。

（３）運営内容の評価と改善
〇放課後児童クラブの運営主体は、子どもや保護者の意見を取り入
れて自己評価を行い、その結果を公表し、事業内容の向上に生かし
ている。

〇
自己評価を行いホームページでも結果を公表、学童クラブがどのよう
に取組んでいるかを明らかにし、改善の方向性を検討している。職員
は人権擁護のセルフチェックリストを実施。

第2章
事業の対象となる子
どもの発達

〇放課後児童支援員等は、子どもの発達の特徴や発達過程を理解
し、育成支援を行っている。

〇
子どもの発達に応じた支援を心がけ、職員間でケースを共有してい
る。対応が難しい児童は専門の先生に対応を伺ている。

大区分 中区分 小区分 チェック項目 結果 コメント

（１）育成支援の内容 〇育成支援の内容について理解している。 〇
子どもが自ら進んで通い続けるために配慮をして育成支援を行ってい
る。また、職員が保護者と連携して保育に努めている。

（２）育成支援の留意点 〇育成支援の留意点を理解し、支援を行っている。 〇
子どもの過ごしやすい環境であることに配慮し異年齢、発達の違いを
考慮して子どもにとって居心地の良い場所になるよう努めている。

（１）障害のある子どもの受入れ
の考え方

○障害のある子どもの受入れの考え方を理解し、可能な限り受入れ
に努めている。

〇
研修等に参加し障害のある子どもの利用機会が確保されるための配
慮を行い、保護者との面談をもっている。

（２）障害のある子どもの育成支
援に当たっての留意点

○障害のある子どもの育成支援に当たっての留意点を理解し、育成
支援を行っている。

〇
他の子どもと共に生活、成長できるように配慮している。専門の機関に
相談できる体制を整えている。

（１）児童虐待への対応
〇児童虐待の早期発見の努力義務があることを理解し、保護者の不
適切な養育や児童虐待が疑われる場合には、関係機関と連携し、適
切に対応している。

〇
早期発見を心がけ、虐待が疑われるケースは職員間での共有してい
る。子どもの状態や家庭の状況に応じて小学校、市と連携をしている。

（２）特別の支援を必要とする子
どもへの対応

〇家庭での養育について特別な支援が必要な子どもには、関係機関
と連携して適切に支援を行っている。

〇
子どもの家庭環境に留意と配慮を行い、子どもや保護者との日常的な
コミュニケーションを大切にしている。必要があれば小学校、保育所、
市、こども家庭センターと連携をとっている。

（３）特に配慮を必要とする子ども
への対応に当たっての留意事項

〇特に配慮を必要とする子どもへの対応に当たっては、プライバシー
の保護や秘密保持に留意している。

〇
子ども、保護者のプライバシーに留意し、情報の取り扱いには特に注
意している。職員間でも定期的に確認を行っている。

（１）保護者との連絡
〇各種連絡手段を活用して、子どもの出欠席、遊びや生活の様子に
ついて保護者と情報を共有している。

〇
日々の迎えの際に学童での様子を伝える。行事については手紙で共
有している。出欠席については保護者と欠席する曜日を確認し、欠席
連絡のない家庭には必ず連絡をしている。

（２）保護者からの相談への対応 〇保護者と信頼関係を築き、相談に適切に対応している。 〇
積極的に話しかけ、相談しやすい関係を作っている。年に１回の個人
面談や必要に応じての電話相談、面談を行い丁寧かつ適切に対応し
ている。

（３）保護者及び保護者組織との
連携

〇保護者との協力関係を構築するとともに、保護者組織と連携してい
る。

○
保護者が行事に参加する機会を設けて理解を得られるようにしてい
る。

（１）育成支援に含まれる職務内
容

〇育成支援に係る職務を実施している。 〇
年間計画、月間保育計画を作成し、その他日々の様子等は手紙など
で伝えている。子どもの保育内容は保育日誌にて記録し、会議で情報
共有と事例検討を行っている。

（２）運営に関わる業務 〇運営に関わる業務を実施している。 〇
保育日誌、保育事務日誌、出席簿で記録を行い、会議で情報共有して
いる。安全点検チェックリストで環境整備を行っている。またおやつの
購入も行っている。

（１）学校との連携
〇情報交換や情報共有、学校施設の利用等、学校との連携を図って
いる。

〇
保護者向け連絡用アプリで学校からの情報を共有、行事に小学校の
先生をお招きし学童での様子を見ていただいている。年度初めには学
校を訪問し、必要なことを共有している。

（２）学校との連携におけるプライ
バシーの保護

〇学校との連携にあたって、個人情報や秘密保持について予め取り
決めている。

△
個人情報についての取り決めは行っていないが、個人情報に関するこ
とを伝える際は情報の取扱いに気を付けてほしいと伝えている。

〇情報交換や情報共有等、保育所・幼稚園等との連携を図ってい
る。

〇
併設の保育所から入室する子どもについては毎年引継ぎを行ってい
る。他園については検討の必要がある。

〇地域組織や子どもに関わる関係機関等との連携を図っている。 ○
土手地区との防災協定締結、地域病院に嘱託病院があり、事故や怪
我の際は通院をしている。体育館や公園などの公共施設の利用をして
いる。

３．事業内容向
上への取り組
み

１．子どもの発達理解

Ⅱ 運営指針第3章、第5章に対応する項目

第3章
放課後児童クラブに
おける育成支援の内
容

１．育成支援の
内容

２．障害のある
子どもへの対
応

３．特に配慮を
必要とする子
どもへの対応

４．保護者との
連携

５．育成支援に
含まれる職務
内容と運営に
関わる業務

第5章
学校及び地域との関
係

１．学校との連
携

２．保育所、幼稚園等との連携

３．地域、関係機関との連携

＜自己チェックの進め方＞
・各チェック項目について育成支援の記録を見ながら振り返ります。
・その際、「評価の着眼点」を目安にしますが、それについては別紙の自己チェックリストを参照します。また併せて運営指針解説書も参考になります。
・各チェック項目を振り返った結果は、自己チェックシートに記載します。例えば「〇：できている（評価の着眼点の事項が全てできている」「△：一部できている（評価の着眼点の事項が一部できている）」「×：できていない（評価の
着眼点の事項がほとんどできていない）」といった三段階で区分することが考えられます。
・またそうした結果のみならず、そうした結論に至った理由等をコメント欄に記載しておくことも重要です。職員間で評価結果や気づき等を共有する際に役立ちます。

Ⅰ 運営指針第1章、第2章、第7章に対応する項目

第1章総則

１．趣旨

２．放課後児童健全育成事業の役割

３．放課後児童
クラブにおける
育成支援の基
本

第7章
職員の資質向上

１．放課後児童
クラブの社会
的責任と職場
倫理

２．要望及び苦情への対応



（１）学校施設を活用して実施す
る放課後児童クラブ

〇学校施設を活用して放課後児童クラブを実施する上での留意事項
を理解し、適切に対応している。

（２）児童館を活用して実施する
放課後児童クラブ

〇児童館を活用して放課後児童クラブを実施する上での留意事項を
理解し、適切に対応している。

大区分 中区分 小区分 結果 コメント

（１）衛生管理
〇日常の衛生管理を適切に行うとともに、感染症の発生時における
対応方針を予め定めている。

〇
日々の清掃、子どもに対し手洗い、うがいの声掛けを行っている。感染
症流行時は対応方法を職員間で確認している。感染症に対する事業
継続計画を作成している。

（２）事故やケガの防止と対応
〇事故やケガを防止するための対策を講じるとともに、事故やケガの
発生時における対応方針を予め定めている。

〇
日常点検チェックリストを作成記入し環境整備を行っている。事故対応
マニュアル、園外活動時には園外保育安全管理マニュアルを職員間
で確認している。

（３）防災及び防犯対策
〇防災や防犯に備えた対策・訓練等を日ごろから行っており、災害等
の発生時における対応方針を予め定めている。

〇
災害関連マニュアルを作成し、定期的に避難訓練を行っている。また
災害時の対応を保護者にも伝えている。

（４）来所及び帰宅時の安全確保
〇関係者と連携して、来所及び帰宅時の子どもの安全を確保してい
る。

〇
保護者や学校と連携している。欠席連絡のない場合こちらから電話で
保護者に確認している。下校時間変更時は電話等で確認し、下校時は
一人で下校しないよう声をかけている。

大区分 中区分 小区分 チェック項目 結果 コメント

（１）施設
〇放課後児童クラブとして求められる機能を備えた施設（専用区画）
を有している。

〇
生活の場、静養室と分けて有している。一人につき規定以上に確保を
している。

（２）設備、備品等
〇放課後児童クラブとして求められる機能を満たすための設備や備
品等を有している。

〇
個人の荷物を収納するロッカー、生活を豊かにするための遊具や図書
も備えている。

(１)職員配置 ○支援の単位ごとに2人以上の放課後児童支援員等を置いている。 〇 ２名以上の放課後児童支援員等を配置している。

(２)育成支援の実施 ○支援の単位ごとに育成支援を行っている。 〇
支援の単位ごとに施設を分けて保育をしている。登室人数によっては
同敷地内の補助員がそれに代わることがある。

（３）放課後児童支援員の雇用形
態

○放課後児童支援員を長期的に安定した形態で雇用している。 〇
子どもや保護者と安定した関わりができるよう安定した長期的雇用を
目指している。

(４)勤務時間
○放課後児童支援員等の勤務時間を、開所時間の前後に必要とな
る時間を前提として設定している。

〇
子どもの受け入れ準備、打合せ、保育日誌作成、清掃、片付け、配布
物等の作成、事務処理等を含め開所時間の前後に準備時間を設ける
よう努めて いる。

〇適切な子ども数の規模の範囲（おおむね40人以下）で運営してい
る。

〇 運営できている。

○開所時間及び開所日を適切に設定している。 〇
小学校の行事振替休業日も含め250日以上開室し適切に設定されて
いる。

○利用開始や退所に関わる留意事項を理解し、適切に対応してい
る。

〇
利用する際にパンフレットや学童利用のしおりを配布している。また3
月には入室説明会を行い、利用説明をしている。

(１）運営主体の要件
○安定した経営基盤と運営体制を有し、子どもの健全育成や地域の
実情についての理解を十分に有する主体が、放課後児童クラブを運
営している。

〇 安定した運営を行っている。

(２) 運営上の留意事項
〇放課後児童クラブの運営主体は、設備運営基準に定められた運営
上の留意事項を理解し、運営している。

〇
運営規定を定め職員が理解し、保護者に運営規定を年度初めに配布
している。

○放課後児童クラブの運営主体は、放課後児童支援員等の労働環
境を適切に整備している。

〇 年に1回の健康診断を実施。労災保険に加入している。

(１) 会計管理 ○放課後児童クラブの運営主体は、適正な会計管理を行っている。 〇 監査等を行い、適正な会計管理を行っている。

(２) 情報公開
〇放課後児童クラブの運営主体は、会計処理や運営状況について情
報公開している。

〇 情報公開をい保護者や地域に対して説明に努めている。

第6章
施設及び設備、衛生
管理及び安全対策

２．衛生管理及
び安全対策

Ⅳ 運営指針第4章、第6章1に対応する項目

第6章
施設及び設備、衛生
管理及び安全対策

１．施設及び設
備

第4章
放課後児童クラブの
運営

１．職員体制

２．子ども集団の規模（支援の単位）

３．開所時間及び開所日

４．利用開始等に関わる留意事項

５．運営主体

６．労働環境整備

７．適正な会計
管理及び情報
公開

Ⅲ 運営指針第6章2に対応する項目

第5章
学校及び地域との関
係

４．学校、児童
館を活用して
実施する放課
後児童クラブ


